
示談

２年 引
且
】

ぷ.378

みぷ

竜巻

猛威をふるう
安塚を中心に68棟が全半壊

　台風19号が９月19日夜から翌朝にかけて、本県の

北西部を通過。その直前の19日午後10時20分ごろ、

安塚を中心に竜巻が発生し、県内の竜巻被害として

は史上最大の災害となりました。

　それは突然ごう音とともにやってきました。「ジ

ェツト機が墜落してきた」と思った人や「電車が家

に飛び込んできた」と思い違った人がいるほどで、

一瞬にして長さ3km、幅200mにわたり、被災世帯

　212世帯、全半壊68棟、その他納屋や倉庫など多く

の被害を出しました。家屋などの被害に比べて負傷

者23人にとどまったのが、せめてもの救いでした。
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九
月
十
九
日
の
午
後
十
時
二
〇

分
ご
ろ
、
六
美
司
か
ら
幸
司
及
び

安
塚
に
か
け
て
発
生
し
た
竜
巻
災

害
は
、
長
さ
三
キ
ロ
、
幅
二
百
に

に
達
し
、
住
宅
の
被
災
総
数
一
二

八
棟
、
負
傷
者
コ
三
人
を
は
じ
め

巴偽(か茜弓咄Ｏ
腿厄1徊図]�此:訥自白

対応に努めるー一竜巻対策本部を設置し、

農
作
物
な
ど
に
も
大
き
な
被
害
を

出
し
、
被
害
総
額
は
約
十
二
億
円

に
の
ぼ
る
と
み
ら
れ
ま
す
。

　
町
で
は
、
翌
朝
午
前
二
時
に
勤

労
青
少
年
ホ
ー
ム
に
「
安
塚
地
区

竜
巻
災
害
対
策
本
部
」
を
設
置
し

被
害
状
況
の
把
握
と
対
応
策
に
努

め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
コ
十
日
に
は
町
消
防
団

の
応
援
を
受
け
て
復
旧
作
業
が
行

わ
れ
た
の
を
は
じ
め
、
二
十
一
日
、

二
十
二
日
、
二
十
三
日
、
そ
し
て

二
十
六
日
に
は
町
職
員
と
町
建
設

業
協
同
組
合
、
農
協
、
商
工
会
の

協
力
に
よ
り
、
大
が
か
り
な
復
旧

作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
同
本
部
に
は
多
く
の

方
々
よ
り
、
義
援
金
や
援
助
物
資

が
届
く
な
ど
、
心
温
ま
る
ご
支
援

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
被
災
さ
れ
た
方
マ
ヘ

の
援
護
措
置
と
し
て
、
被
災
世
帯

に
対
し
見
舞
金
の
給
付
を
は
じ
め

災
害
援
護
の
貸
付
や
住
宅
関
係
の

復
興
資
金
貸
付
に
対
す
る
利
子
補

給
、
農
業
用
施
設
及
び
中
小
企
業

者
に
対
す
る
利
子
補
給
、
町
税
の

減
免
等
の
特
別
な
援
護
に
よ
り
、

一
日
も
早
い
復
興
に
努
め
て
い
ま

す
。

W

(ｲ)住宅の被害
(10月２日現在)

被害程度 被災世帯 被災佐敷 世俗員数 備　　　　考

小　　壊 １ ４５ １５０ ５２４
空言レアバートレ不用
当家（２棟）

全牛壊 ６７ ６８ ２２７ 空家１

合　　計 ２１ ２ ２１８ ７５１

亘住宅以外の被害

被害程度 納　屋 車　庫 貪　庫 店　舗 その桂 備　考

小　　壊 ２２ １１ １８ １０ １４

全半壊 ３６ ２０ ４８ ２ １２

合　　計 ５８ ３１ ６６ １２ ２６

鵬

　W

示)その他の被害自動車等⑩

　　２３人

１ ７ ０世帯

２００回線

　　２ヵ所

　　　５本

　　６ヵ所

負　傷　者

電気停電

電話不通

水道管破裂

電桂倒壊

道路不通

自動車レソク 自転車

⑤ご ４

(呂)塀･門扉等

塀･門･扉等
二
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　　電柱も倒され、電話が不通にな

　　るなど、一時は八二ツク状態に

| | | | | | | | | | | | | 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

屋根がそっくり吹き飛ばされた民家。道路も不通になる

杉の木もバッサリ。まさに鋭い爪跡

ゝ 〃

出荷の間近な園芸作物にも大きな被害が

　　　前日作業では建設機械が大活躍
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「
健
康
が
倍
に
ふ
く
ら
む
日
曜
日
」
「
地
域
に
広
げ
よ
う
福
祉

の
こ
こ
ろ
」
を
合
言
葉
に
九
月
十
六
日
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
健
康
と
福
祉
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
　
　
第
五
回
健
康
ふ
く

し
ま
つ
り
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
健
康
ふ
く
し
ま
つ
り
は
、
町
を
は
じ
め
保
健
福
祉
関
係
機
関
か

ら
な
る
実
行
委
員
会
が
主
催
と
な
っ
て
、
二
五
協
力
団
体
と
十
四

協
賛
団
体
の
参
加
協
力
を
得
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
年
々
規
模
が

優
秀
賞
　
羽
生
田
小
　
清
水
　
香
析

「
ふ
く
ら
む
よ

　
　
　
　
あ
な
た
の
夢
も
健
康
で
」

◇
中
学
の
部
二
年
）

最
優
秀
賞
　
ド
生
中
　
鈴
木
美
智
子

大
き
く
な
り
、
内
容
も
充
実
。
途
中
、
小
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
　
　
「
健
康
は
自
分
自
身
の
心
が
け
」

今
年
も
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
優
秀
賞
　
南
犬
飼
中
　
麦
貪
　
恵
子

　
町
［
惣
人
ひ
と
り
の
健
康
と
福
祉

に
つ
い
て
の
理
解
を
よ
り
い
っ
そ
う

深
め
て
い
た
だ
こ
う
と
、
今
回
も
標

語
の
募
集
を
行
い
ま
し
た
。
町
内
の

小
学
六
年
生
と
中
学
一
年
生
、
一
般

の
方
々
を
対
象
に
募
集
し
た
結
果
、

応
募
総
数
一
、
一
也
七
点
が
寄
せ
ら

れ
、
そ
の
中
か
ら
下
記
の
よ
う
に
最

優
秀
賞
六
点
、
優
秀
貴
十
二
点
が
選

定
さ
れ
、
当
日
、
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

回
目
眉
」

◇
小
学
の
部
（
六
年
）

最
優
秀
賞
　
壬
生
小
　
人
倫
　
弥
生

　
ま
た
、
会
場
で
は
、
健
康
ウ
オ
ー
　
゛
健
康
管
理
は

ク
や
健
康
診
査
、
献
血
、
試
食
を
は

じ
め
、
福
祉
施
設
の
紹
介
、
展
示
、
各

種
相
談
、
模
擬
店
な
ど
盛
り
だ
く
さ

ん
の
催
し
物
が
取
り
行
わ
れ
、
楽
し

く
有
意
義
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
自
分
自
身
と
検
診
で
」

優
秀
賞
　
千
生
東
小
　
渡
辺
　
信
明

「
元
気
な
子

　
　
何
で
も
食
べ
る
子
明
る
い
子
」

　
　
　
　
　
　
　
　
）

「
健
康
は
、
自
分
の
幸
せ

　
　
　
　
　
　
　
み
ん
な
の
幸
せ
」

優
秀
賞
　
　
至
宝
北
　
荻
原
⊃
二
雄

　
「
健
康
は

　
　
　
明
る
い
家
庭
の
第
一
歩
」

優
秀
賞
　
　
上
　
田
　
大
坦
　
千
代

　
「
定
期
検
診

　
　
　
受
け
て
安
心
　
健
康
家
族
」

回
腸
醤
己

◇
小
学
の
部
（
六
年
）

最
優
秀
賞
　
壬
生
東
小
渡
辺
亜
矢
子

優
秀
賞
　
南
犬
飼
中
　
丸
井
由
香
梨
　
　
「
育
て
よ
う
　
広
げ
よ
う

「
健
康
は
　
明
る
い
笑
顔
と

思
い
や
り
」

◇
一
般
の
部

最
優
秀
賞
　
鹿
　
隔
　
小
久
保
朋
之

「
健
康
が
　
つ
く
る
し
あ
わ
せ

　
　
　
　
　
　
明
る
い
家
庭
」

　
　
愛
の
手
助
け
福
祉
の
輯
」

優
秀
賞
　
工
生
来
小
　
大
粟
　
知
子

「
あ
な
た
の
優
し
い
一
言
が

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ヘ
の
　
第
一
歩
」

優
秀
賞
　
　
睦
　
小
　
須
藤
　
玲
子

「
豊
か
な
心
思
い
や
り

　
み
ん
な
が
育
て
る
　
福
祉
の
芽
」

◇
中
学
の
部
三
年
）

最
優
秀
賞
　
南
犬
飼
中
長
谷
川
美
陽

W

　
二
人
ひ
と
り
の
思
い
や
り

み
ん
な
で
つ
く
る
明
る
い
社
会
」

優
秀
賞
　
南
犬
飼
中
安
納
　
　
瞳

　
「
や
れ
る
こ
と
　
で
き
る
こ
と

　
　
み
ん
な
で
協
力
　
福
祉
の
㈲
」

優
秀
賞
　
　
壬
生
中
　
池
田
　
淳
子

「
一
人
Ｔ
入
が
手
を
と
り
あ
っ
て

　
　
　
　
福
祉
の
輪
を
広
げ
よ
う
」

◇
一
般
の
部

最
優
秀
賞
　
上
通
町
　
塚
本
　
一
美

「
我
が
健
康

　
感
謝
の
気
持
ち
で
福
祉
の
心
」

優
秀
賞
　
　
幸
町
四
　
平
野
　
和
子

「
ち
よ
つ
と
し
た

　
　
㈲
づ
か
い
で
　
豊
か
な
福
祉
」

優
秀
賞
　
　
緑
町
三
　
市
井
　
弘
子

　
「
わ
が
家
に
も
地
域
に
も

　
み
ん
な
で
育
て
よ
う
福
祉
の
芽
」
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初
秋
の
国
谷
路
を
た
の
し
く

マ
イ
ペ
ー
ス
で
歩
き
ま
し
た

盲
導
犬
の
参
加
に
声
援

が
お
く
ら
れ
ま
し
た

わかりやすいフフドバイスで好評の健康診査コーナー

チビツ子に大人気のフフンパンマンシヨー

親子づれが目だち、場内は活気がいっぱい

福祉施設紹介コーナーでは熱心な質問が出ていました

ヽノ

ヽ 一



交
通
安
全
の
高
揚
を
訴
え
市
街
を
パ
レ
ー
ド

交
通
事
故
撲
滅
を
願
い
町
民
大
会
開
催

　
第
十
五
回
壬
生
町
交
通
安
全
町
民
大
会
が
九
月
十
九
日
、

壬
生
中
央
公
民
館
に
お
い
て
、
県
や
県
警
、
栃
木
警
察
署
長
、

関
係
団
体
な
ど
、
来
賓
、
関
係
者
多
数
の
出
席
を
い
た
だ
き
、

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
初
め
に
交
通
事
故
犠
牲
者
に
黙
と
う
を
捧
げ
ま

し
た
。
続
い
て
清
水
町
長
と
稲
葉
町
議
会
議
長
の
主
催
者
あ

い
さ
つ
、
そ
の
後
、
交
通
安
全
功
労
者
表
彰
、
ポ
ス
タ
ー
・

作
文
の
入
貧
者
表
彰
、
作
文
発
表
、
来
賓
あ
い
さ
つ
、
花
束

贈
呈
を
し
、
最
後
に
大
会
寡
言
を
し
て
閉
幕
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
、
壬
生
中
フ
ラ
ス
バ
ン
ド
と
と
も
に
市
街
パ
レ

ー
ド
を
し
て
、
交
通
安
全
の
意
識
の
高
揚
を
訴
え
ま
し
た
。

交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
入
選

★
最
優
秀
賞

　
稲
葉
小
　
一
年

　
壬
生
小
　
二
年

　
睦
　
小
　
三
年

　
睦
　
小
　
四
年

　
睦
　
小
　
五
年

　
睦
　
小
　
六
年

　
壬
生
中
　
一
年

★
優
秀
賞

　
安
塚
小
　
一
年

　
睦
　
小
　
″

　
藤
井
小
　
″

早
乙
女
修
代

出
井
　
陽
子

渡
辺
　
貴
久

中
川
真
由
美

佐
藤
　
由
美

渡
辺
　
匡
総

出
中
　
邦
彦

矢
貪
　
祐
太

毛
塚
あ
ゆ
み

山
川
　
真
実

安
塚
小
　
二
年

壬
生
小
　
が

睦
　
小
　
　
″

壬
生
小
　
三
年

安
塚
小
　
″

睦
　
小
　
　
″

壬
生
東
小
四
年

羽
生
田
小
″

壬
生
小
　
μ

壬
生
北
小
五
年

千
生
小
　
″

睦
　
小
　
六
年

睦
　
小
　
　
″

壬
生
小
　
μ

山
崎

小
野

鈴
木

加
藤

西
島

中
村

矢
口

石
川

愉
井

大
垣

軽
部

須
藤

西
村

伊
沢

里
香

文
恵

玲
子

　
円

千
晴

綾
香

祐
児

浩
士

健
史

朋
子

育
恵

玲
子

麻
由

敏
浩

W

壬
生
中
　
一
年

雨
犬
飼
中
二
年

南
犬
飼
中
び

佐
井
麻
希
子

赤
羽
根
恵
子

庭
山
実
紀
子

交
通
安
全
作
文
入
選

★
最
優
秀
賞

　
壬
生
東
小
六
年

　
南
犬
飼
中
三
年

★
優
秀
賞

　
壬
生
小
　
一
年

　
羽
生
田
小
二
年

　
壬
生
北
小
三
年

　
藤
井
小
　
四
年

　
稲
葉
小
　
五
年

　
安
塚
小
　
″

　
睦
　
小
　
六
年

　
壬
生
中
　
一
年

　
南
犬
飼
中
二
年

　
壬
生
中
　
三
年

青
木
奈
津
江

熱
田
　
書
字

木
打
抜
理
香

木
野
内
美
由
起

鈴
木
　
淳
子

手
塚
　
　
明

阿
久
津
敦
子

中
川
　
宗
栄

渡
辺
　
匡
紀

黒
川
美
由
紀

上
田
　
寿
美

鳥
居
工
心
緒
理

　
交
通
安
全
功
労
表
彰

★
壬
生
町
総
合
安
全
会
長
並
び
に

　
壬
生
町
交
通
安
全
協
会
長
表
彰

小
森
政
雄
（
上
表
町
ビ
大
山
正
夫
（
万
両
）

三
沢
英
男
（
万
町
）
山
中
恵
市
（
田
谷
一
）

柏
崎
好
一
（
上
長
田
）
晴
山
　
力
（
上
長
田
）

渡
辺
正
幸
（
上
長
田
）
神
水
　
威
吊
夫
）

稲
葉
義
幸
（
上
司
）
一
三
上
京
次
（
下
町
）
桓
帽
引
脳
天
か
代
引
�
刎
貼
鄙
引

臼
井
　
正
（
中
泉
）
野
本
文
子
（
城
内
）
さ
ん
、
渡
辺
貴
久
君
、
中
川
真
由
美
さ

會
井
モ
リ
（
原
宿
）
橋
本
員
子
（
東
下
台
）

須
藤
和
子
（
上
長
田
）

　
　
　
　
　
ｙ

交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
最
優
秀
賞
の
写
真

ん
、
佐
藤
由
美
さ
ん
、
渡
辺
匡
紀
君
、

田
中
邦
彦
さ
ん
。
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壬
生
東
小
六
年

　
　
　
青
木
奈
津
江

「
気
を
つ
け
よ
う

　
　
　
交
通
事
故
」

　
最
近
、
女
通
事
故
に
よ
る
死
亡
者
、

負
傷
者
が
ふ
え
て
き
て
い
ま
す
。
事

故
を
防
ぐ
に
は
、
一
人
一
人
の
『
気

を
つ
け
よ
う
』
の
言
葉
が
大
切
で
す
。

け
れ
ど
も
、
守
る
の
は
な
か
な
か
難

し
い
こ
と
で
す
。

　
私
も
、
交
通
事
故
に
合
い
そ
う
に

な
っ
た
経
験
が
一
回
あ
り
ま
す
。
買

い
物
に
行
っ
た
帰
り
で
し
た
。
交
差

点
の
す
ぐ
近
く
で
、
私
は
道
路
を
横

切
る
う
と
し
ま
し
た
。
も
う
車
は
こ

な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
、
二
、
三
歩

足
を
進
め
た
と
き
で
す
。

　
「
キ
キ
ー
ノ

と
い
う
音
で
ハ
ツ
と
し
て
足
を
止
め
、

横
を
見
た
ら
車
が
私
の
横
で
急
ブ
レ

Ｉ
キ
を
か
け
て
い
ま
し
た
。
私
は
、

ぺ
Ｊ
ツ
と
小
さ
く
頭
を
さ
げ
て
急
い

で
渡
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
驚
い
た

の
で
何
も
言
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
後

で
考
え
る
と
、
交
差
点
を
渡
れ
ば
よ

か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
一
年
位
た
っ
て
、
同
じ

所
で
、
妹
が
交
通
事
故
に
会
い
ま
し

た
。
妹
は
、
近
所
の
子
と
遊
ぼ
う
と

し
て
外
に
出
て
い
き
ま
し
た
。
近
所

の
子
は
道
路
の
向
こ
う
側
の
野
原
か

ら
「
ね
え
、
こ
っ
ち
に
お
い
で
よ
ご

と
呼
ん
だ
の
で
か
け
足
で
い
き
、
あ

と
Ｉ
メ
ー
ト
ル
位
で
道
路
を
横
断
で

き
る
と
こ
ろ
で
、
走
っ
て
き
た
車
に

ひ
か
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
近
所
の

人
が
急
い
で
家
に
知
ら
せ
に
き
て
く

れ
た
の
で
祖
母
、
母
、
姉
、
私
が
か

け
っ
け
る
と
、
も
う
款
急
車
が
き
て

い
ま
し
た
。
妹
は
道
に
た
お
れ
て
右

の
太
も
も
の
と
こ
ろ
に
、
車
の
タ
イ

ヤ
の
あ
と
が
っ
い
て
い
ま
し
た
。
母

が
っ
き
そ
っ
て
病
院
に
行
き
ま
し
た
。

私
は
、
何
が
な
ん
だ
っ
た
の
か
わ
か

ら
ず
、
あ
然
と
見
て
い
ま
し
た
。
周

り
は
や
じ
馬
の
人
達
で
い
っ
ぱ
い
で

し
た
。
私
は
す
ご
く
悲
し
く
な
り
ま

し
た
。
と
ぼ
と
ぼ
家
の
中
に
入
っ
て
　
　
す

い
き
ま
し
た
。
家
の
中
に
入
る
と
、

シ
ー
ン
と
暗
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
幸
い
、
妹
は
軽
傷
で
一
週
間
ほ
ど

入
院
す
る
と
、
母
と
帰
っ
て
き
ま
し

た
。
ま
だ
、
太
も
も
の
所
に
は
タ
イ

ヤ
の
あ
と
が
っ
い
て
い
ま
し
た
。
今

回
は
、
一
台
の
車
と
一
人
の
少
し
の

事
故
で
す
み
ま
し
た
が
、
何
台
も
の

車
が
続
い
て
き
て
い
た
ら
、
王
つ
き

事
故
に
な
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い

と
考
え
る
と
、
お
そ
ろ
し
く
な
り
ま

　
南
犬
飼
中
三
年

　
　
　
　
　
熱
田
　
憲
子

「
交
通
安
全
に

　
　
　
　
　
　
　
つ
い
て
」

　
今
、
私
た
ち
に
と
っ
て
、
最
も
重

要
な
問
題
は
、
ご
父
通
安
全
々
で
あ

ろ
う
。

　
昨
年
、
私
た
ち
の
学
校
で
行
わ
れ

た
『
交
通
安
全
三
な
い
運
動
』
も
、

交
通
安
全
の
対
策
の
一
つ
だ
と
思
い

ま
す
。
【
ノ
ー
ヘ
ル
し
な
い
、
並
進

　
私
の
祖
父
は
東
小
の
交
通
指
導
員

を
や
っ
て
い
ま
す
。
毎
日
、
毎
日
行

っ
て
い
ま
す
。
雨
の
日
に
は
、
カ
ッ

パ
を
着
て
、
風
の
日
に
は
、
自
転
車

を
飛
ば
さ
れ
そ
う
に
し
な
が
ら
い
き

ま
す
。
冬
の
制
服
を
羞
る
季
節
に
な

れ
ば
、
暑
い
と
い
い
な
が
ら
、
冬
服

を
着
て
い
ま
す
。

　
「
ど
ん
な
日
で
も
、
子
供
を
守
る
た

め
ご
と
い
う
考
え
で
し
っ
か
り
と
指

導
し
て
く
れ
ま
す
。

し
な
い
、
無
灯
火
し
な
い
一
。
こ
の

運
動
は
、
と
て
も
効
果
が
あ
っ
た
と

早
っ
。
本
校
の
生
徒
の
一
人
一
人
が
、

自
分
の
生
命
を
守
る
た
め
に
心
が
け
、

こ
の
二
年
間
、
命
を
落
と
す
、
大
け

が
を
す
る
と
い
っ
た
事
故
は
、
ひ
と

つ
も
起
こ
ら
ず
に
済
ん
だ
。
こ
れ
は
、

す
ば
ら
し
い
こ
と
だ
。
し
か
し
、
今

の
世
の
中
は
、
年
々
、
交
通
事
故
に

よ
っ
て
死
亡
す
る
人
が
増
え
て
い
る
。

自
分
の
不
注
意
で
も
あ
ろ
う
が
、
周

り
の
人
々
の
交
通
マ
ナ
ー
が
悪
い
と

い
う
こ
と
も
あ
る
。
彼
ら
の
た
め
に
、

罪
の
な
い
人
ま
で
が
巻
き
ぞ
い
に
な

っ
て
し
ま
う
の
は
、
あ
ま
り
に
も
残

酷
で
、
悲
し
い
こ
と
だ
と
思
う
。

　
栃
木
県
は
、
全
国
で
も
交
通
事
故

の
発
生
率
が
高
く
、
ワ
ー
ス
ト
５
に

　
横
断
中
に
信
号
が
赤
に
な
る
と
真

ん
中
あ
た
り
に
い
る
子
を
急
い
で
守

り
、
そ
の
時
に
よ
っ
て
、
渡
し
た
り

も
ど
し
た
り
し
ま
す
。
白
線
よ
り
は

み
出
し
て
横
断
し
て
い
る
子
が
い
る

と
注
意
し
ま
す
。
日
本
各
地
で
交
通

指
導
を
し
て
マ
ナ
ー
を
守
る
よ
う
に

努
力
し
て
く
れ
て
い
る
人
が
た
く
さ

ん
い
ま
す
。

　
私
の
妹
の
よ
う
に
マ
ナ
ー
を
守
ら

な
い
人
が
事
故
に
合
い
ま
す
。
心
か

ら
気
を
つ
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

数
え
ら
れ
る
、
と
い
う
こ
と
が
新
聞

で
も
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
県
民
の
一

人
と
し
て
、
私
は
、
と
て
も
恥
ず
か

し
い
と
感
じ
る
。
な
ぜ
、
県
民
で
あ

る
大
人
は
、
注
意
し
よ
う
と
し
な
い

の
か
、
不
思
議
で
た
ま
ら
な
い
。

　
自
分
の
命
な
の
に
、
ど
う
し
て
大

切
に
し
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
世

に
た
っ
た
Ｉ
つ
し
か
な
い
、
他
に
代

わ
り
の
な
い
命
な
の
に
ー
－
。

　
こ
の
間
も
ニ
ュ
ー
ス
で
、
引
き
逃

げ
事
件
に
つ
い
て
報
道
さ
れ
て
い
た
。

何
の
罪
も
な
い
母
娘
が
、
ト
ラ
ッ
ク

の
タ
イ
ヤ
に
は
さ
ま
れ
、
運
転
手
は
、

そ
れ
を
強
引
に
よ
り
払
っ
て
殺
し
て

し
ま
っ
た
、
と
い
う
も
の
だ
。
こ
ん

な
こ
と
は
、
普
通
の
人
間
の
で
き
る

こ
と
で
は
な
い
は
ず
だ
。
た
っ
た
三

　
　
　
　
（
次
の
ペ
ー
ジ
に
つ
づ
く
）
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歳
の
幼
い
命
を
奪
っ
た
犯
人
に
対
し
、

私
は
激
し
い
憤
り
を
感
じ
る
。

　
こ
れ
は
、
ほ
ん
の
一
例
で
あ
っ
て
、

似
た
よ
う
な
事
件
・
事
故
は
、
し
ょ

っ
中
テ
レ
ビ
や
新
聞
を
に
ぎ
わ
し
て

い
る
の
だ
。
ど
う
し
た
ら
事
故
を
な

く
す
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
。
防

げ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
私
の
伴
む
町
の
中
に
も
、
交
通
安

全
を
呼
び
か
け
る
看
板
が
た
く
さ
ん

立
っ
て
い
る
。
車
を
運
転
す
る
人
に
　
　
策
を
、
少
し
づ
っ
で
も
広
め
て
い
け

見
や
す
い
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
な
工
　
　
た
ら
、
と
思
う
。
こ
の
二
年
間
で
学

夫
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
刻
し
、
　
ん
だ
多
く
の
こ
と
を
、
後
輩
や
、
地

も
っ
と
多
く
の
人
々
が
協
力
し
、
事
　
　
域
社
会
に
伝
え
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
、

故
を
な
く
す
努
力
を
す
る
必
要
が
あ
　
　
多
く
の
人
々
に
命
の
大
切
さ
を
、
事

ろ
う
。
少
し
の
努
力
で
、
た
く
さ
ん
　
　
故
の
恐
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
努
力

の
命
を
款
う
こ
と
が
で
き
る
は
ず
な
　
　
を
ま
ず
、
私
自
身
か
ら
実
行
し
て
い

の
だ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
た
い
。

　
私
た
ち
の
学
校
で
行
っ
た
『
三
な
　
　
　
一
人
で
も
貴
重
な
命
を
款
う
た
め

い
運
動
』
の
よ
う
な
、
交
通
事
故
対
　
　
に
…
…
…
。

楽
し
い
一
日
を
過
ご
す

敬老のっといに800人が楽しむ

' W ゛

一日中笑いが絶えませんでした。

　
町
内
の
七
十
五
歳
以
上
の
お
年
寄

り
を
招
き
、
長
寿
を
祝
う
と
と
も
に

楽
し
い
盲
を
過
ご
し
て
い
た
だ
こ

う
と
九
月
二
十
六
日
、
敬
老
の
っ
ど

い
が
壬
生
中
央
公
民
館
に
約
八
百
人

を
招
い
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
清
水
町
長
が
「
町
で
は

九
十
歳
以
上
の
方
が
七
十
七
名
、
七

十
歳
以
上
が
千
八
百
八
名
も
お
ら
れ
、

お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
は
、
こ
れ
か
ら

も
長
生
き
し
て
い
た
だ
き
、
楽
し
い

人
生
を
過
ご
し
な
が
ら
町
を
支
援
し

て
下
さ
い
。
町
で
は
長
対
社
会
を
行

政
に
反
映
さ
せ
る
よ
う
力
を
入
れ
て

い
き
た
い
。
」
と
あ
い
さ
つ
し
て
長
寿

を
祝
い
ま
し
た
。

　
式
の
後
、
浪
曲
や
漫
才
、
歌
謡
曲

な
ど
が
行
わ
れ
、
会
場
に
来
ら
れ
た

お
年
寄
り
た
ち
は
、
何
も
か
も
忘
れ

て
楽
し
い
盲
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

助
役
に
福
島
勝
美
氏
が
就
任

　
定
例
議
会
で

　
　
　
　
六
名
が
決
ま
る

　
九
月
十
日
の
定
例
町
議
会
に
お
い

て
、
福
島
勝
美
氏
（
六
十
歳
、
総
務

部
長
）
が
助
役
の
選
任
を
受
け
、
同

ナ
五
日
、
助
役
に
就
任
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
議
会
で
教
育
言
貝
、
人

権
擁
護
委
員
、
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
の
選
任
も
行
わ
れ
、
次
の
方
々

が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

▽
助
役

　
福
島
　
勝
美
氏

▽
教
育
委
員

▽
人
権
擁
護
委
員

亀
田
　
和
己
氏
（
北
小
林
、
再
任
）
　
▽
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

W

(舟町、再任)(安塚中央､再任)(鹿島、新任)

松本　徳郎氏

(万町、新任)
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待望の｢町史｣が完結./

＝「通史編Ｉ」好評頒布中＝

一

　
　
「
通
史
編
Ｉ
」
の
刊
行
に
よ
り
、

　
「
壬
生
町
史
」
全
七
巻
が
完
結
し
ま

し
た
。

　
九
年
余
の
歳
月
を
か
け
、
専
門
の

先
生
方
に
よ
り
温
め
ら
れ
た
「
壬
生

の
歴
史
」
の
研
究
成
果
が
書
き
つ
づ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
「
壬
生
町
史
」

全
七
巻
を
お
買
求
め
に
な
ら
れ
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

監
修
者
及
び
執
筆
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

監
修
者
　
　
　
菊
地
勇
次
郎

　
　
　
　
　
　
　
（
東
大
名
誉
教
授
）

専
門
委
員
長
　
大
町
　
雅
美

　
　
　
　
　
　
　
（
作
新
大
半
講
師
）

　
〈
原
始
古
代
部
会
〉

塙
　
　
静
夫
（
作
新
高
等
部
教
頭
）

大
金
　
宜
亮
（
県
文
化
課
係
長
）

山
ノ
井
清
人
（
作
新
高
等
部
教
諭
）

　
〈
中
世
部
会
〉

石
川
　
達
夫
（
県
社
全
教
育
課
長
）

黒
田
日
出
男
（
東
大
教
授
）

千
々
和
　
到
（
東
大
助
教
授
）

〈
近
世
部
会
〉

奥
田
　
謙
一
　
（
鳥
山
高
校
教
頭
）

阿
部
　
　
昭
（
国
士
拡
大
助
教
授
）

渡
辺
　
平
良
（
宇
都
宮
高
校
教
諭
）

高
埜
　
利
彦
（
学
習
院
大
教
授
）

泉
　
　
正
人
（
早
人
丈
編
纂
所
員
）

　
〈
近
現
代
部
会
〉

大
町
　
雅
美

宮
地
　
正
人
（
東
大
教
授
）

〈
［
民
俗
部
会
〉

尾
島
　
利
雄
（
県
際
物
拡
学
芸
部
言

　
〈
自
然
編
特
別
寄
稿
者
〉

吉
村
　
光
右
（
馬
頭
高
校
教
頭
）

浜
野
　
義
則
（
真
岡
高
校
教
諭
）

「壬生町史」全フ巻
5,0〔〕O円

5,000円

3,000円

5,000円

6,000円

5,200円

5,200円

通史編　◇「通史編Ｉ」

　　　　　◇「通史編II」

民俗編　◇「民俗編」

資料編　◇「原始古代・中世」

　　　　　◇「近世」

　　　　　◇「近現代Ｉ」

　　　　　◇「近現代II」

○お求めになる方は、町教育委員会社会

　教育課（�８２－０９３４）まで。

図

ヽ一

ご
利
用
く
だ
さ
い

特り

　
リ
ク
エ
ス
ト
・
サ
ー
ビ
ス

　
リ
ク
エ
ス
ト
・
サ
ー
ビ
ス
（
予
約

制
度
）
は
、
皆
さ
ん
の
読
み
た
い
本

が
す
ぐ
に
利
用
で
き
な
い
と
き
（
た

と
え
ば
貸
出
中
や
図
書
館
の
蔵
書
に

な
い
と
き
）
返
却
あ
る
い
は
購
入

し
だ
い
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
い
い

ま
す
。

　
皆
さ
ん
が
読
み
た
い
本
を
「
い
っ

で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
で
も
、
ど
ん

資
料
で
も
」
提
供
す
る
、
と
い
う
図
書

館
サ
ー
ビ
ス
の
目
標
を
実
行
す
る
た

め
に
は
、
欠
か
せ
な
い
制
度
で
す
。

　
リ
ク
エ
ス
ト
を
い
た
だ
い
た
資
料

の
う
ち
、
図
書
館
の
蔵
書
に
な
い
も

の
の
ほ
と
ん
ど
は
、
購
入
に
よ
り
提

供
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
値
段
的
に
高
価
な
本
や
内

容
が
か
な
り
専
門
的
な
本
な
ど
は
、

県
立
図
書
館
を
は
じ
め
、
ほ
か
の
図

書
館
か
ら
借
り
受
け
、
皆
さ
ん
に
ご

利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
る

リ
ク
エ
ス
ト
図
書
の
傾
向
は
、
そ
の

後
の
図
書
を
購
入
す
る
際
に
も
、
大

い
に
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
リ
ク
エ
ス
ト
は
電
話
で
も
お
受
け

し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
制
度
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

○
移
動
図
書
館

※
移
動
図
書
館
朗
ゆ
う
が
ヤ
み
ぶ

を
ご
利
用
の
皆
さ
ん
。

車
に
積
ん
で
お
り
ま
す
図
書
は
、
図

書
館
の
蔵
書
の
ほ
ん
の
一
部
で
す
。

本
館
を
利
用
さ
れ
る
皆
さ
ん
と
同
様

の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
に
も
、

ぜ
ひ
こ
の
制
度
を
ご
利
用
下
さ
い
。

○
四
１
１
１
１
ゆ
う
が
お
・
み
ぶ
　
巡
回
予
定

・
１
１
月
１
日
用
　
藤
井
小
学
校

・
１
１
月
２
日
溺
　
壬
生
来
小
学
校

・
１
１
八
月
７
日
用
　
稲
葉
小
学
校

・
Ｈ
月
８
日
用
　
安
塚
小
学
校

こ
１
１
月
９
日
溺
　
羽
生
田
小
学
校

・
１
１
月
1
4
日
用
　
お
も
ち
や
の
町

（
幸
町
一
丁
目
な
か
た
洋
品
店
裏
）

・
Ｈ
月
1
5
日
用
　
壬
生
北
小
学
校

　
※
時
間
は
い
ず
れ
の
場
所
も

　
午
後
２
時
か
ら
４
時
ま
で
で
す
。

ｏ
「
ひ
ば
り
の
会
」
の
皆
さ
ん
に
よ

る
　
紙
芝
居
と
絵
本
の
会

・
Ｈ
月
1
0
日
出
　
図
書
館
児
童
室

・
午
後
２
時
３
０
分
～
３
時
３
０
分
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　　　　１級障害　　年額B5万1
，600円　　　　WW

　　　　2級障害　　年額68万1
，300円　　　　j
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☆障害年金の受給権者によって生計を維持さ

　れている18歳末満（障害児は20歳末満）の

　子供がいるときは、下記の加算がつきます。

子の加算第1子･第2子　　　　　各19万6

,400円尚

　(年額)第3子以上1人につき一一各６万5

,500円白
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障害基礎年金

受給の条件

　　次のすべてを満たしている人が、

　　障害基礎年金を受けられます

①障害認定日（初診日から1年６か月を経過した日、ま

たは症状が固定した日）に、政令で定められた「1級程

度」または「２級程度」の障害に該当している。

②初診日に国民年金に加入していること。

③初診日の前々月まで

に、保険料を納めた期

間（免除期間も含む）

が、加入期間の３分の

２以上ある。

l歳前に障害になった人

420歳以後の障害認定日から障害基礎年金が

受けられます。

※お問合せは、役場住民課国民年金係まで

　お尋ねください。

　
平
成
三
年
度
か
ら
課
税
対
象
と
な

る
家
屋
（
新
築
な
ど
）
を
調
査
す
る

た
め
、
役
場
税
務
課
職
員
が
対
象
と

な
る
お
宅
を
訪
問
し
ま
す
。
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
今
回
調
査
対
象
と
な
る
家
屋
は
、

平
成
二
年
一
月
二
日
か
ら
平
成
三
年

一
月
一
目
ま
で
に
完
成
ま
た
は
完
成

石
定
の
新
築
、
増
築
並
び
に
改
築
さ

れ
た
家
屋
で
す
。

　
ま
へ
家
屋
を
取
り
壊
し
た
り
、

家
屋
の
用
途
が
変
わ
っ
た
場
合
（
例

え
ば
旧
居
宅
を
物
置
に
利
用
を
変
え

た
時
）
や
土
地
の
現
況
地
目
が
変
わ

っ
た
場
合
（
例
え
ば
宅
地
か
ら
資
村

置
場
な
ど
に
変
え
た
時
）
は
、
申
請

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
家
屋
滅
失
申
請
書
及
び
変

更
届
の
用
紙
は
、
役
場
税
務
課
、
各

出
張
所
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

▽
問
合
せ
先

　
役
場
税
務
課
資
座
視
係

　
　
　
　
　
　
　
　
四
賠
１
り
乙
Ｑ
Ｊ
４

●
新
築
、
増
築
、
改
築

●
家
屋
を
取
り
壊
し
た

　
場
合
は
滅
失
届
を

家
屋
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
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りかわいいお子さんに

　楽しい集団生活の体験を./

　
来
年
度
の
保
育
所
（
園
）
の
入
所

（
園
）
児
童
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

　
か
わ
い
い
お
子
さ
ん
を
責
任
を
持

っ
て
お
預
か
り
し
ま
す
の
で
、
入
所

（
園
）
を
希
望
さ
れ
る
お
子
さ
ん
が

い
る
万
は
、
次
に
よ
り
手
続
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

第
四
保
育
所
で
九
月
二
十
九
日

行
わ
れ
た
交
通
安
全
教
室
の
一
幕

申
込
方
法

　
入
所
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
役
場
福
祉
課
又
は
各
保
育
所

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
矢
所
申

請
書
は
、
各
申
込
み
場
所
に
用
意
し

て
あ
り
ま
す
）

申
込
締
切

▽
平
成
二
年
十
二
月
十
目
（
月
）

保
育
時
間

▽
午
前
八
時
三
〇
分
～
午
後
五
時

▽
な
お
、
保
育
時
間
以
外
に
、
延
長

　
保
育
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ｏ
保
育
時
間

　
（
朝
）
午
前
七
時
～
八
時
三
〇
分

　
（
夕
）
午
後
五
時
～
七
時

　
　
　
　
　
　
（
土
曜
日
は
除
玉

ｏ
実
施
す
る
保
育
所

　
●
第
二
保
育
所

　
●
第
四
保
育
所

ｏ
保
育
の
条
件

　
　
状
況
調
査
の
う
え
、
延
長
保
育

　
　
が
必
要
と
認
め
た
場
合
。

ｏ
費
　
用

　
　
一
般
保
育
料
に
延
長
保
育
相
当

　
　
額
（
未
定
）
を
加
算
し
た
額
に
な

　
　
り
ま
す
。

ｏ
開
始
時
期

　
　
平
成
三
年
四
月
一
日

　
※
延
長
保
育
事
業
は
、
一
定
数
の

　
　
希
望
者
が
い
る
場
合
に
限
り
実

　
　
施
し
ま
す
。

保
育
料

　
家
族
全
員
の
町
民
税
又
は
所
得
税

の
合
計
額
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
ま
す
。

入
所
基
準

　
○
歳
上
ハ
歳
の
就
学
前
の
お
子
さ

ん
で
、
両
親
及
び
祖
父
母
が
仕
事
、

病
気
、
出
産
、
病
人
の
看
護
な
ど
に

よ
り
家
庭
で
保
育
が
で
き
な
い
場
合

や
母
親
が
い
な
い
場
合
な
ど
、
昼
間

家
庭
で
保
育
が
で
き
な
い
な
ど
の
理

　
　
　
　
　
）

由
が
あ
る
こ
と
。

※
な
お
、
○
歳
～
コ
匹
児
の
受
け
入

　
れ
は
、
保
育
所
人
数
な
ど
限
ら
れ

　
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
申
し
込
み

　
く
だ
さ
い
。

　
　
ま
た
、
壬
生
寺
保
育
回
で
は
、

　
来
年
度
か
ら
産
休
明
け
乳
児
保
育

　
を
実
施
し
ま
す
。

　
入
所
選
考

　
入
所
基
準
に
従
っ
て
、
保
育
の
必

要
性
の
高
い
方
か
ら
順
に
入
所
措
置

を
し
ま
す
。

　
入
所
の
決
定

　
申
請
書
に
基
づ
き
調
査
の
う
え
、

二
月
下
旬
に
保
護
者
に
通
知
し
ま
す
。

○
お
問
合
せ
は
、
役
場
福
祉
課
児
童

　
福
祉
係
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

子
育
て
相
談
に
も

　
応
じ
て
い
ま
す

　
子
育
て
に
関
す
る
相
談
を
お
受
け

し
て
い
ま
す
。
子
供
の
し
つ
け
、
こ

と
は
、
知
能
な
ど
に
関
す
る
こ
と
や

肥
満
、
ア
レ
ル
ギ
ー
、
偏
食
な
ど
食

事
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
相
談
は
、
各
保
育
所
（
園
）
へ
直
接

お
こ
し
く
だ
さ
る
か
、
電
話
で
も
お

受
け
し
ま
す
。
ま
た
、
栄
養
、
食
事

に
つ
い
て
の
相
談
は
、
福
祉
課
で
お

受
け
し
て
い
ま
す
。

保育所（園）の

所在地及び募集人員

保育所（　園）名 所　在　地 電話番号 募集人員

第一保育所 通町1G－9 82－0330 ６４

第二保育所 安塚1179－1 胚－0132 ２０

第三保育所 上稲葉935づ

駅束町6－23

82－1059

82－4815

５８

３４第四保育所

第五保育所　劾谷1165－3 86－0237 ２５

壬生寺保育園　ｉ大師町11－16 82－08n ２０

ありんこ保育園 落合1－14－6 82－3137 １７

※ありんこ保育園は、平成３年４月１日から

　壬生丁75番地１に移転します。
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水
平
幽
に
描
い
た
見
事
な
も
の
で
、

本
町
が
よ
怒
覚
大
師
誕
生
の
地
」
と

し
て
有
名
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
龍
」

ヤ
ヅ
野
の
花
’
な
ど
三
十
五
点
と
い

っ
し
ょ
に
納
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
若
菜
さ
ん
は
、
現
が
、
日
本
両
院

会
員
で
も
あ
り
、
水
墨
両
部
門
で
六

回
人
選
さ
れ
る
な
ど
、
芸
術
部
門
に

お
か
れ
て
も
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

壬
生
寺
保
育
園
で

　
ア
ス
レ
チ
ツ
ク
ガ
完
成

り零
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ｍ

雄琴神社前の

　　　踏切が開通
W

　壬生市街と県営壬生住宅及び駅東町団

地を結ぶ踏切の拡張工事が終了し、開通

式が９月30日､雨の降る中行われました。

　この踏切の開通により、車で直接行け

るようになって､とても便利になりました。

　
千
生
寺
保
育
園
で
は
、
東
京
電
力

か
ら
寄
付
さ
れ
た
古
電
柱
と
保
育
園

の
納
涼
祭
の
益
金
を
も
と
に
、
保
護

者
会
（
中
村
茂
会
長
）
に
約
十
日
間

の
奉
仕
作
業
を
し
て
い
た
だ
い
て
、

九
月
二
日
、
リ
っ
ぱ
な
ア
ス
レ
チ
ッ

ク
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
ｆ
供
た
ち
は
、
待
ち
に
待
っ
た
完

成
に
、
さ
っ
そ
く
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
に

乗
っ
て
は
し
や
い
で
い
ま
し
た
。

ろ

｀
’

・
き
’

Ｃ

「
町
民
の
ひ
ろ
ば
」
は
み
ん
な
で
作
る
ペ
ー
ジ
で
す
。
身
近
な
ニ
ュ
ー
ス
や
で
き
ご
と
を
紹
介

し
ま
す
の
で
、
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
お
気
軽
に
町
民
座
（
⑩
一
二
三
四
内
線
一
二
五
）

ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

首
都
圏
農
業
に
新
風
／

農
林
業
近
代
化
施
設
整
備
事
業
と
し

て
、
福
和
田
と
羽
生
田
に
Ｉ
大
棟
の

ハ
ウ
ス
を
建
設
し
、
十
五
極
球
、
約

二
十
五
万
本
の
菊
を
生
産
し
て
い
る

も
の
で
す
。

　
言
フ
レ
ー
菊
は
周
年
栽
培
が
可
能

な
う
え
、
市
場
価
格
も
安
定
し
て
い

　
壬
生
花
き
組
合
（
山
野
上
三
郎
組

合
長
）
で
は
、
昨
年
か
ら
ス
プ
レ
ー

菊
の
栽
培
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
研

究
の
成
果
が
見
事
に
花
開
い
て
、
現

在
、
菊
の
出
荷
が
最
盛
期
を
迎
え
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
同
組
合
が
町
や
県
及
び

農
協
の
指
導
の
も
と
、
平
成
元
年
度

る
た
め
、
従
来
の
基
幹
作
物
で
あ
る

か
ん
ぴ
ょ
う
な
ど
に
代
わ
る
主
力
作

物
と
し
て
、
今
後
、
本
町
の
新
し
い

特
産
物
に
成
長
す
る
こ
と
が
見
込
ま

れ
て
お
り
、
市
場
に
お
い
て
も
、
「
非

常
に
品
質
が
良
い
」
と
高
い
評
価
を

得
て
い
る
こ
と
か
ら
、
俘
都
圈
園
芸

農
業
の
確
立
を
め
ざ
す
、
町
や
県
な

ど
関
係
者
か
ら
熱
い
期
待
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

薬
師
堂
天
井
に
水
墨
画

W

　
土
通
町
に
あ
る
薬
師
堂
の
天
井
に
、

八
月
二
十
一
日
、
慈
覚
大
師
が
修
業

を
積
ん
だ
、
中
国
「
五
台
出
自
塔
」

の
水
墨
画
が
納
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
小
山
市
の
歯
科
医
師
、

若
菜
弁
三
さ
ん
が
今
年
の
三
月
に
中

国
を
旅
行
し
た
際
、
日
頃
か
ら
関
心

を
持
た
れ
て
い
た
、
慈
覚
大
師
ゆ
か

り
の
地
で
あ
る
五
台
山
を
訪
問
し
た

こ
と
か
ら
、
遠
く
唐
の
時
代
を
忍
び
、
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テ
ニ
ス
コ
ー
ト
ガ
オ
ー
プ
ン

　
嘉
陽
が
丘
ふ
れ
あ
い
広
場
に
新
設

か
ら
、
総
合
振
興
計
画
を
柱
と
す
る

取
組
状
況
や
、
各
種
施
設
の
建
設
及

び
今
後
？
王
要
事
業
に
っ
い
て
説
明

と
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
同
調
査
は
、
昭
和
六
十
年
に
も
実

　
上
稲
葉
の
嘉
陽
が
丘
ふ
れ
あ
い
広
　
　
施
さ
れ
て
お
り
、
知
事
は
、
五
年
開

場
に
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
二
面
が
完
成
し
、
　
の
人
口
増
を
は
じ
め
、
発
展
の
著
し

九
月
二
十
三
日
、
同
広
場
に
お
い
て

榎
本
教
育
長
、
清
水
体
協
副
会
長
ら

の
出
席
の
も
と
、
落
成
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ー
ト
は
、
砂
入
り
人
工
芝

が
敷
か
れ
た
立
派
な
も
の
で
、
集
ま

っ
た
テ
ニ
ス
愛
好
者
な
ど
が
、
さ
っ

そ
く
プ
レ
イ
を
栗
し
み
ま
し
た
。

　
な
お
、
利
用
申
込
み
に
つ
い
て
は

社
会
教
育
諜
に
お
問
合
せ
下
さ
い
。

渡
辺
知
事
が
本
町
を
視
察

　
九
月
十
七
日
、
渡
辺
知
事
が
市
町

村
現
坤
調
査
の
た
め
本
町
を
訪
れ
、

清
水
町
長
ら
町
執
行
部
の
案
内
で
、

本
町
の
現
状
を
視
察
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
安
塚
の
和
太
鼓
作
り

や
、
お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
で
は
玩
具
製

造
の
よ
う
す
、
そ
し
て
最
後
に
国
谷

の
運
動
公
園
建
設
予
定
地
を
視
察
さ

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
嘉
陽
が
丘
ふ
れ
あ
い
広
場

に
お
い
て
懇
談
会
が
行
わ
れ
、
町
側

い
本
町
の
姿
に
し
き
り
に
感
心
さ
れ

な
が
ら
、
町
の
開
発
を
は
じ
め
上
下

水
道
の
整
備
、
区
画
整
理
な
ど
広
範

囲
に
わ
た
っ
て
、
熱
心
に
懇
談
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

9/30川田正子コンサート親子づれで満員御礼

瓶鮮　七　丿一　域か　卜　-つ　オヽ

食事と健康⑩
ヽ -

生
体
時
計

朝、太陽が昇ると同時に目を覚まし

夜、太陽が沈んだら床につく。

日中は、汗を流して仕事をし、

３度３度　きちんと食事をとる。

仕事に疲れたIら、ちょっと休憩をとり

再び汗を流す

ルソー『自然に返れ』より

　
壬
生
町
に
は
、
今
年
７
０
歳
以
上
に

な
る
方
が
二
、
八
〇
〇
人
余
り
い
ら

っ
し
や
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
９
０
歳
以

上
の
方
は
７
７
名
で
す
。
ご
高
齢
で
も

家
族
の
方
と
同
じ
食
事
が
で
き
て
、

と
て
も
そ
ん
な
お
歳
と
は
思
え
な
い

お
達
者
な
方
が
意
外
と
多
い
の
に
は
、

驚
い
て
し
ま
い
ま
す
。

　
伺
っ
て
み
る
と
、
毎
日
、
規
則
正

し
い
生
活
を
し
て
い
る
こ
と
、
何
か

楽
し
み
（
趣
味
）
を
持
っ
て
い
る
こ

と
、
ま
た
、
若
い
こ
ろ
か
ら
体
か
弱

く
て
あ
ま
り
無
理
を
し
な
か
っ
た
こ

と
…
…
…
…
な
ど
と
お
聞
さ
し
て
い

ま
す
。

　
さ
て
、
わ
た
し
た
ち
の
体
の
中
に

は
、
生
体
時
計
（
体
内
時
計
）
が
あ

っ
て
、
自
然
の
リ
ズ
ム
に
即
し
た
生

活
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
そ
う

で
す
。
わ
た
し
た
ち
の
体
は
、
生
ま

れ
た
時
か
ら
老
化
が
始
ま
っ
て
お
り
、

そ
の
体
を
い
か
に
犬
切
に
使
っ
て
長

持
ち
さ
せ
る
か
が
、
健
康
に
老
い
る

た
め
の
カ
ギ
な
の
で
し
ょ
う
。

　
飽
食
の
時
代
に
あ
る
現
代
社
会
で

は
、
ル
ソ
ー
の
言
う
よ
う
な
自
然
と

調
和
し
た
生
活
を
お
く
れ
る
人
は
少

な
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
様
々

な
食
品
が
溢
れ
て
い
る
中
か
ら
正
し

い
選
択
を
し
て
食
べ
、
摂
取
し
た
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
す
る
よ
う
に
よ
く

体
を
動
か
し
て
、
自
分
に
と
っ
て
ベ

ス
ト
な
体
重
を
管
理
し
、
そ
し
て
、

充
分
な
休
養
を
と
っ
て
疲
れ
を
い
や

す
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
そ
う

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
活
の
中
で

自
分
の
リ
ズ
ム
を
作
り
出
し
、
自
己

ヲ
之
ト
四
Ｉ
ル
し
て
自
分
の
于
で
健

康
を
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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あ達者　ｙ

カッフjl，
(80歳)

(78歳)ｏ木郷４瓢詣

　
　
夫
婦
で
選
手

　
九
年
前
か
ら
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
始

め
た
混
一
さ
ん
と
ツ
ネ
さ
ん
は
、
今

で
も
週
三
回
の
練
習
に
は
か
か
さ
ず

行
っ
て
い
る
と
い
う
お
元
気
な
ご
夫

婦
で
す
。
し
か
も
、
二
人
と
も
現
役

選
手
で
、
混
一
さ
ん
は
審
判
の
三
級

を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
謹
一
さ
ん
の
趣
味
は
も
ち
ろ
ん
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
で
す
が
、
以
前
か
ら
盆

裁
を
や
っ
て
お
ら
れ
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
を
し
た
り
、
盆
栽
の
手
入
れ
を
し

た
り
の
毎
日
だ
そ
う
で
す
。
ツ
ネ
さ

ん
も
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
が
趣
味
で
、
そ

の
合
間
に
屋
敷
周
り
の
草
む
し
り
を

し
て
い
ま
す
。
親
子
三
代
に
わ
た
り

三
夫
婦
が
同
居
し
、
お
孫
さ
ん
も
農

業
を
継
が
れ
て
い
る
の
で
、
農
業
の

手
伝
い
を
す
る
こ
と
も
な
く
、
悠
々

自
適
に
く
ら
し
て
い
る
謹
一
さ
ん
夫

婦
で
す
。

　
六
大
の
お
子
さ
ん
に
恵
ま
れ
、
十

二
大
の
お
孫
さ
ん
と
二
大
の
ひ
孫
が

い
ま
す
。

　
屋
敷
の
西
側
を
東
山
畑
用
水
が
流

れ
、
謹
一
さ
ん
が
子
供
の
こ
ろ
ま
で

水
車
を
や
っ
て
い
た
そ
う
で
、
屋
号

を
車
と
い
い
ま
す
。
本
家
も
水
車
を

や
っ
て
い
た
の
で
、
本
家
の
「
西
の

車
」
に
対
し
て
、
「
東
の
車
」
と
呼
ば

れ
て
い
ま
し
た
。
「
昔
は
一
軒
家
で
、

東
山
場
に
は
き
れ
い
な
水
が
流
れ
て

い
た
」
と
謹
一
さ
ん
は
昔
を
懐
か
し

み
な
が
ら
話
し
て
い
ま
し
た
。

-

短

歌

草
刈
り
て
を
れ
ば
小
綬
鶏
と
び
た
て
り

　
　
　
　
　
巣
に
は
卵
を
四
個
の
こ
し
て

病
む
父
を
気
づ
か
い
を
れ
ば
朝
は
や
き

　
　
　
　
電
話
の
ベ
ル
に
瞬
時
ひ
る
み
ぬ

腸⑨⑩呈

一藤井小学校一

三
年
　
湯
沢

文
化
協
会

　
文
芸
部
選

誠
嗣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
茂
木
　
富
美

根
ご
と
抜
け
実
の
成
ら
ぬ
う
ち
と
夫
は
言
ひ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
思
い
出
し
つ
つ
畑
の
草
取
る

　
　
　
　
　
　
　
野
に
出
で
て
腹
の
底
よ
り
叫
ば
な
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
届
か
ぬ
ま
で
も
冊
し
て
来
よ

角
田
　
節
子
　
　
　
　
　

俳
　
　
　
句

　
　
　
　
　
　
　
蝉
と
り
の
泣
い
て
負
は
れ
て
戻
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
送
り
大
々
二
人
か
が
み
て
ふ
た
り
き
り

渡
辺
真
夕
美
　
　
に
く
ま
れ
口
利
き
し
幼
の
昼
寝
顔

　
　
　
　
　
　
　
病
む
妻
を
寝
か
せ
て
よ
り
の
夜
長
か
な

ヽ -

　　｢動物園｣

４年　寺内　宏実

轟
　
　
ノ
リ

渡
辺

高
橋

奥
村

宇
井

寅
八

田
総

ト
ン

伏
目

｢くもの糸｣
６年湯沢　英明

「富士山に登つたよ」２年　和田　大樹



ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

「
や
さ
し
い
お
姉
ち
や
ん
Ｌ
　
年
心
ぉ
姉
ち
ゃ
ん
も
、
や
さ
し
ぃ
乙

　
　
安
塚
小
五
年

　
　
　
　
　
　
　
田
村
紗
夜
子

　
私
に
は
、
お
姉
ち
ゃ
ん
が
二
人
い

ま
す
。
い
つ
も
お
姉
ち
ゃ
ん
は
や
さ

し
い
で
す
。
で
も
、
お
こ
ら
れ
る
時

も
あ
り
ま
す
。
高
校
二
年
の
お
姉
ち

ゃ
ん
は
、
私
に
宿
題
で
わ
か
ら
な
い

所
を
教
え
て
く
れ
る
の
で
す
。
そ
ん

な
お
姉
ち
ゃ
ん
が
大
好
き
で
す
。
遊

び
相
手
も
し
て
く
れ
ま
す
。
高
校
一

「
ぼ
く
の
家
族
Ｌ

安
塚
小
五
年

　
　
　
　
中
川
　
賢
一

み
　

ぼ
く
の
家
族
は
ヽ
四
人
家
族
で
す
゜

報

父
ヽ
母
、
そ
し
て
四
年
生
の
弟
で
す
。

‐
1
　

父
は
昼
間
、
友
達
の
会
社
に
っ
と

　
ー
　
－
　
－
　
－
　
皿
　
め
て
い
ま
す
。
夜
は
、
家
で
英
語
の

　
ー

　
－
　
Ｉ
　
Ｉ
　
Ｉ
　
皿
　
先
生
を
し
て
い
ま
す
。
ぼ
く
も
、
い

　
－
　
ｉ
　
－
　
―
　
－
シ
　
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
勉
強
し
て
、
留

１M 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

学
し
、
英
語
が
話
せ
る
よ
う
に
な
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

す
。
私
が
か
ぜ
を
ひ
い
て
休
ん
で
い

る
と
、
帰
っ
て
き
て

　
「
さ
え
こ
ち
や
ん
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
ご

と
言
っ
て
何
か
作
っ
て
く
れ
ま
す
。

　
母
は
、
家
で
家
事
を
し
て
い
ま
す
。

洗
た
く
、
そ
う
じ
を
一
人
で
や
っ
て

い
ま
す
。
時
々
、
お
母
さ
ん
て
大
変

だ
な
と
思
い
ま
す
。

　
弟
は
、
四
年
生
で
す
。
弟
は
得
意

そ
れ
は
、
と
て
も
お
い
し
い
で
す
。

で
も
、
な
ん
で
そ
ん
な
に
や
さ
し
い

の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
私
が
ま

だ
小
さ
い
時
に
は
よ
く
わ
か
ら
な
か

っ
た
け
ど
、
き
っ
と
、
ず
っ
と
前
か

お姉さんといつしよに（本人中央）

ら
や
さ
し
か
っ

た
ん
だ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。
そ

し
て
、
こ
れ
か

ら
も
や
さ
し
い

お
姉
ち
や
ん
と

な
か
よ
く
し
て

い
き
た
い
で
す

な
こ
と
が
一
つ
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は

水
泳
で
す
。
ス
イ
ミ
ン
グ
に
週
五
回

も
か
よ
っ
て
い
ま
す
。
ぼ
く
も
ス
イ

ミ
ン
グ
に
か
よ
っ
て
い
ま
し
た
が
、

サ
ッ
カ
ー
に
夢
中
に
な
っ
て
い
る
間

仲のよい兄弟です（本人左）

に
ぬ
か
さ
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

ち
ょ
っ
と
く
や

し
い
気
が
し
ま

す
が
、
弟
に
は
、

水
泳
を
が
ん
ば

っ
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
ま
す
。

チビッ子アルハム
司ちゃん（２歳２男）

せい
成

恒行ちゃん（２歳長男）

W昭
和
六
十
三
年
十
月
十
七
日
生
ま
れ

　
（
（
父
）
小
谷
野
雅
美
さ
ん

　
　
（
母
）
　
　
″
　
　
操
さ
ん

あ
佞
さ
ん
か
Ｓ
一
言

　
思
い
や
り
の
あ
る
子
に

　
な
っ
て
ほ
し
い
。

（
星
の
宮
）

昭
和
六
十
三
年
十
月
十
一
日
生
ま
れ

　
　
（
父
）
田
中
　
良
夫
さ
ん

　
　
（
母
）
　
″
　
洋
子
さ
ん

あ
佞
さ
ん
か
Ｓ
一
言

　
元
気
に
た
く
ま
し
く

　
育
っ
て
ほ
し
い
。

（
上
稲
葉
下
町
）
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土
地
の
標
準
価
格
決
ま
る

平
成
二
年
地
価
調
査

　
栃
木
県
知
事
か
ら
九
月
二
十
日
、

平
成
二
年
地
価
調
査
の
標
準
価
格
が

次
の
よ
う
に
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
国
土
利
用
計
画
法
に
基

づ
い
て
、
県
知
事
が
毎
年
七
月
一
日

を
基
準
日
と
し
て
調
査
を
実
施
し
た

も
の
で
す
。
こ
の
価
格
が
民
間
の
土

地
取
引
の
目
安
と
な
り
、
公
共
事
業

用
地
取
得
の
際
の
基
準
と
な
り
ま
す
。

　
町
内
で
は
、
九
か
所
の
住
宅
地
、

商
業
地
、
調
整
区
域
の
標
準
価
格
が

公
表
さ
れ
ま
し
た
。
閲
覧
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
役
場
企
画
財
政
課
ま
で

お
こ
し
く
だ
さ
い
。

◇
基
準
地
調
査
日

　
　
平
成
二
年
七
月
一
日

◇
基
準
地
の
価
格

　
　
単
位
面
積
（
一
言
当
た
り

　
　
第
二
種
住
居
専
用
地
域

○
大
町
一
九
二
八
番
二

　
「
表
町
一
一
番
四
六
号
」

　
　
　
　
　
　
　
四
六
、
九
〇
〇
円

第
一
種
住
居
専
用
地
域

○
壬
生
丁
字
六
美
一
一
七
善
一
七

　
　
　
　
　
　
　
五
六
、
七
〇
〇
円

○
安
塚
字
西
市
原
九
二
八
善
三
．

　
　
　
　
　
　
　
五
言
五
〇
〇
円

　
辿
籐
廸
燐
〕

○
落
合
一
丁
目
▽
八
番
三
一

　
「
落
合
一
丁
目
一
八
稗
二
五
号
」

　
　
　
　
　
　
　
六
七
、
・
Ｕ
Ｏ
Ｏ
円

○
安
塚
字
宿
内
一
九
二
八
善

　
　
　
　
　
　
　
百
二
、
二
〇
〇
円

妬
㈱
東
漸
微
騰
〕

○
緑
町
二
丁
目
一
〇
二
二
番
一
七
〇

　
　
「
緑
町
二
丁
目
五
番
六
号
」

　
　
　
　
　
　
　
Ｔ
一
六
、
〇
〇
〇
円

期　　日　12月16日（日）

　　　　　　（開場）午後１時

　　　　　　（開演）午後１時30分

会　　場　壬生中央公民館犬ホール

入場料　800円（全席自由席）

　　　　　こども・おとなとも同じ料　　　　　（

金、３オ以上は有科です。

）

入場券の　壬生中央公民館

取扱い先　稲葉、南犬飼出張所

問合せ先　壬生中央公民館�82－0108㈹

　
　
ご
寄
付

　
　
あ
り
が
と
う

　
　
　
ご
ざ
い
ま
し
た

社
会
福
祉
協
議
会
寄
付
者

全
一
　
一
、
九
ヒ
六
円
　
（
計
九
回
）

　
　
　
千
生
町
商
工
会
青
年
部
様

金
二
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

　
　
　
　
　
佐
藤
勉
ゴ
ル
フ
会
様

金
ご
Ｉ
、
八
七
〇
円
　
（
計
二
回
）

壬
生
地
区
配
食
グ
ル
ー
プ
・
婦
人
今
様

金
七
、
ハ
Ｏ
Ｏ
円

　
　
　
　
ト
ー
タ
ル
ア
ー
チ
ス
ト
様

金
言
≒
元
三
一
円
　
こ
計
二
回
）

　
　
栃
木
県
歌
謡
協
全
県
南
支
部
様

金
三
〇
、
〇
〇
〇
円
い
ず
み
書
房
様

全
一
、
〇
〇
〇
円
　
　
　
（
計
三
回
）

　
　
　
モ
生
町
母
子
寡
婦
福
社
会
様

金
三
、
四
八
〇
円
　
　
　
（
計
二
回
）

圭
　
　
　
　
全
五
〇
、
〇
〇
〇
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
野
　
　
郁
様

ｙ
に
ｆ
八
街
イ
調
整
区
＋
’
　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
難
病
を
款
う
合
縁
　
　
全
一
〇
、
〇
〇
〇
円
　
　
（
計
二
回
）

○
羽
生
田
宝
前
川
原
二
三
四
六
番
四
　
　
金
五
、
〇
〇
〇
円
　
　
　
（
計
二
回
）

　
　
　
　
　
　
　
▽
ハ
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

○
国
谷
字
前
畑
▽
几
七
一
毎
七

　
　
　
　
　
　
　
百
一
、
七
〇
〇
円

○
下
稲
英
字
釜
ケ
渕
六
四
番
一

　
　
　
　
　
　
　
一
二
、
四
〇
〇
円

W

　
　
　
　
　
　
　
　
　
細
井
　
正
平
様

金
三
、
〇
〇
〇
円
　
　
（
計
三
回
）

　
　
　
　
　
壬
生
町
陶
芸
ク
ラ
ブ
捨

金
五
、
〇
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
ゆ
う
が
お
の
会
縁

合
五
、
〇
〇
〇
円
　
　
　
（
計
五
回
）

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
栃
木
県
第
1
8
団
様

会
二
〇
、
〇
〇
〇
円
　
（
計
六
回
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
虻
の
会
縁

壬
生
町
日
光
彫
・
刻
宇
彫
様
　
　
金
Ｔ
Ｏ
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円
　
　
（
計
二
回
）

全
一
、
五
〇
〇
円
　
佐
藤
　
ト
キ
様

南
犬
飼
地
区
配
食
グ
ル
ー
プ
様

　
　
　
）

全
六
、
〇
〇
〇
円
　
（
計
▽
ハ
回
）

　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
岩
五
郎
縁

金
六
、
〇
〇
〇
円
　
　
（
計
二
回
）

　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
大
は
る
様

全
一
〇
、
〇
〇
〇
円

　
　
　
　
リ
ハ
ビ
リ
友
の
会
一
同
様

金
二
、
五
〇
〇
円
　
　
註
二
回
）

　
　
壬
生
町
身
体
障
害
者
福
祉
会
様

金
三
、
〇
〇
〇
円
　
訃
∇
二
回
）

　
　
　
　
　
　
　
　
水
野
　
シ
ナ
縁

合
五
、
〇
〇
〇
円
　
綱
島
　
康
博
様

¬　　‾

●
国
　
民
　
年
　
金
（
八
期
）

　
　
（
納
期
限
十
一
月
三
十
日
）

納
期
限
間
際
に
は
、
納
付
窓
口

が
大
変
混
み
合
い
ま
す
。

早
め
に
納
付
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
－
”
　

レ

一 一 ･
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